
（双葉東小）学校 学校関係者評価書 
                       令和４年２月１８日（金）  

（双葉東小学校）学校関係者評価委員会作成  

 

学校関係者評価委員会  

実施日：令和４年２月４日（金）午後７時３０分  →  中 止  

会 場：双葉東小学校  家庭科室  

参加予定者：（学校関係者評価委員）  

学校評議員   大澤 孝彦・石川 和子・古屋 秀雄・ 

水口 征夫・渡井 真理・奥山 勝也  

           ＰＴＡ代表  鈴木 正則 （会長）・ 

内藤 柔美 （副会長） ・ 荻 美由紀 （副会長） 

（学校側）  

校長 内藤 和彦 ・教頭 堀内 貴司 ・主幹教諭 佐藤 栄志 

 

☆学校から郵送されたアンケート結果及び自己評価書を各自で確認した。今回は

各委員から学校に出された意見や感想をもとにまとめた。  

 

Ⅰ  学校側から提案された内容  

・学校経営方針 

・教職員，保護者，児童アンケートに基づく自己評価書 

 

Ⅱ  協議された主な内容  

  各項目における達成状況と改善策  

１．全体評価について   ２．学校教育目標・学校経営について  

３．学校運営について   ４．学習指導について  

     ５．生徒指導について   ６．地域との連携について  

     ７．学校の特色について  ８．創甲斐教育について  

     ９．まとめについて 

＜学校関係者評価書＞  
Ⅰ  全体評価  

  教職員評価では，肯定的回答（Ａ・Ｂ）の平均が９９．０％であり，とても高い

評価である。全教職員による学校教育目標の具現化に向けた取組がなされていると

言える。 

保護者アンケートでは，学校の教育活動に関する設問では，肯定的回答の平均が

８１．１％と高い評価であり，多くの保護者が学校の教育活動に対して信頼を寄せ

ているとうかがえる。家庭の教育活動に関する設問では，肯定的回答の平均が８４．

７％と高い評価であり，家庭の教育への関心も高いと言える。 

児童アンケートでは，肯定的回答の平均が９０．２％と高い評価であり，児童は

生き生きと学校生活を送っていると感じられる。 

全体評価として，学校は，子どもたち，保護者，地域に寄り添っていると思 

う。また，教職員が学校運営や児童の学習面，生活面についての指導等，積極

的に取り組んでいると感じる。 

 

Ⅱ  特 徴  

  学校教育目標に関して・学校経営についての肯定的回答の割合は，９９．５％で

ある。学校教育目標・学校経営について教職員全体の共通理解が図られ，教育活動が行

われていると言える。学校運営についての肯定的回答の割合は，９８．５％である。教

職員それぞれが，双葉東小教職員の一人であると自覚し，協力して学校運営に参画  



 していると言える。学習指導についての肯定的回答の割合は，９８．４％である。

より良い授業を目指し，教職員一人一人が日々努力を重ねていると言える。生徒指

導についての肯定的回答の割合は，９９．６％である。教職員それぞれの努力，家

庭・関係機関との連携，また，情報を共有し，全教職員共通理解のもと 

指導にあたることにより，児童は落ち着いた雰囲気の中で生活ができていると言え

る。地域との連携についての肯定的回答の割合は９９．５％であり，保護者を含め，

地域と連携しながら教育活動が行われていると言える。学校の特色についての肯定

的回答の割合は９８．５％，創甲斐教育についての肯定的回答の割合は９９．１で

ある。教職員全体の共通理解が図られ，教育活動が行われていると言える。 

 

Ⅲ  今後の課題として意識されたいこと  

 ・コロナ禍の中，学校はいろいろ工夫して取り組んでいると思う。コロナの状

況によっては，今後もたくさんの制限が生じて，先生方も子どもたちも学校

生活が送りづらかったり，楽しめず不十分さを感じたりするかと思うが，東

小らしさを生かしながら，今後も学校運営をしてもらいたい。  

  

 ・授業参観等が減ったこともあり，全体的な学校の雰囲気が分かりにくい面が

ある。  

 

・コロナ禍で，地域の行事も自粛となっていることも多く，地域とのつながり

が少なくなり，希薄となっている。これをどう改善すればよいのかと思う。  

 

 ・心の教育について，もう少し重点的に取り組んでもよいのではないかと思う。 

 

 ・宿題の内容や量をクラスごと一緒にする必要はないと思うが，クラスによっ

てかなり違うと，親としてはとても不安である。  

 

・「授業で分からないことがあったら，先生に聞いていますか。」の設問に対し

て，そう思わない児童がやや多いように思う。  

 

・ＩＣＴ機器を活用した学習について，家庭での学習も含め，もとっと身近に

感じられるような使用ができればと思う。ＩＣＴの学習環境をさらに整える

ことができれば思う。  

 

 ・子どもたちの挨拶の声が，やや元気がないように感じる。  

 

 ・先生方だけの訓練等，防犯面で力を入れて取り組んでほしい。  

 

 ・今は，ゲームやスマホ等に走りがちであるが，家庭学習の時間や読書の時間  

  がもっと増えるとよい。また，年齢に合った名作と言われる本を読む機会を

学校や家庭で与えるとよい。  

 

※特記事項  

    ・特になし 

 

記載責任者（双葉東小学校 学校関係者評価委員） 氏名： 鈴木 正則 印  

 

 


